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標準偏差 =2.45 であり，従って 35--45mm をとれば正常例の
95% がこの聞に入る乙とになる。 しかし乙の値を m との比 (T=-1) でみると T の値が僅か0.31 ，.....， 0.36の
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従ってこの角度に関する正常域は102 0 --118 0 とすれば充分である。腫場例ではこの域に分布するものは42
%にすぎない。 α をβとの比で検討した結果，概して α は β の1/ 2 という値をとるが正常例の95%を含む範
囲としては0.44""'-'0.56をとらねばならず，必ずしも比を用いて有利であるとする結果にはならなかった。
従って α に関する限り頭蓋の大きさに関係なく α の絶対値で規定する方が妥当である。




















される直線状部を延長して鞍背と交叉する点0) を基点として，角度(α) と距離の比 (r) をもって，松果{本
の位置を規定しようとするものである。
αにはO点を頂点として前記直線部と松果体のなす角度を採用し ， r はO点と松果体を結ぶ直線上で， 0
点から頭]頁骨内面・まで、の距離(m) に対する O点松果体距離(切比を指す (r=↓)






前後方向には y= 1. 27.;どト 52.90土 10.00
垂直庁 InJ には Y=0.45x十 11.08 土 5.04
を導いた。
Fray 氏法の検討ではかなり多数の計測不能例のあることと並んで， 判断の適中率の低い点、を指摘して
おり，またCrinis-Rusken 氏法も Fray 氏法と同様すべてについて計測できない欠陥をっき，きらに個々
の頭蓋の大きさを無視して絶対距離にたよるととの欠点を認めている。
以上本研究は，乙の種のものとしては本邦最初のものであり，複雑な計算の結巣ではありながら簡潔明
快な実施方法に導いて，在来の諸法に比べて，日本人に関しては，より精度の高い判定をすることができ，
かつ臨床の実際上直ちに応用し得るようにした点で意義があると考えられる口
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